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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

９
２

４
回

 

地
蔵
岳

地
蔵
岳

地
蔵
岳

地
蔵
岳
( １

２
５
０

１
２
５
０

１
２
５
０

１
２
５
０
ｍｍ ｍｍ
) 西

側
西
側

西
側

西
側
のの のの
鎖鎖 鎖鎖
補
強
作
業

補
強
作
業

補
強
作
業

補
強
作
業
な
ど

な
ど

な
ど

な
ど

 

◇
実

施
日

；
２

０
１

７
年

０
４

月
１

６
日

( 日
) 
 
 

晴
 
 

◇
参

加
者

；
梶

野
照

雄
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
１

名
。

 

 

３
月

１
８

日
の

春
季

点
検

巡
視

の
際

、
地

蔵
岳

西
側

の
鎖

補
強

を
要

請
さ

れ
た

。
玉

岡
相

談
役

は
、

打
ち

込
ま

れ
て

い
る

ハ
ー

ケ
ン

を
気

に
さ

れ
て

い

て
「

万
が

一
抜

け
て

も
大

丈
夫

な
よ

う
に

処
置

し
て

ほ
し

い
」

と
の

事
で

あ

っ
た

。
鎖

は
全

長
が

約
１

０
ｍ

で
、

ほ
ぼ

中
間

に
ハ

ー
ケ

ン
で

固
定

さ
れ

た

部
分

が
あ

る
。

鎖
の

上
部

に
は

あ
ま

り
影

響
は

な
い

が
、

下
部

の
固

定
ハ

ー

ケ
ン

が
抜

け
る

か
外

れ
た

場
合

、
大

き
く

振
ら

れ
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
た

。
 

今
回

は
固

定
部

の
安

全
策

で
あ

り
、
人

が
直

接
握

る
部

分
で

は
な

い
の

で
、

鎖
で

は
な

く
軽

い
ス

テ
ン

レ
ス

ワ
イ

ヤ
ー

ロ
ー

プ
を

使
用

し
た

。
 

シ
ャ

ッ
ク

ル
や

ワ
イ

ヤ
ー

ク
リ

ッ
プ

な
ど

の
パ

ー
ツ

も
全

て
ス

テ
ン

レ
ス

を
用

い
て

、
今

後
の

補
強

改
修

が
簡

単
に

行
え

る
よ

う
に

し
た

。
 

 
 

 
 

 

R
4
2
5
の

東
屋

岳
登

山
口

 
 

 
 

木
製

階
段

も
あ

る
 

 
 

 
東

屋
岳

の
倒

れ
た

標
識

 

 午
前

１
０

時
前

に
R
4
2
5
の

東
屋

岳
登

山
口

に
到

着
。

気
温

が
高

く
な

っ
て

来
た

が
、

山
の

お
天

気
は

現
場

で
し

か
判

ら
ず

、
長

袖
と

半
袖

の
両

方
を

用

意
し

て
き

た
。

車
を

降
り

る
と

暑
い

く
ら

い
だ

っ
た

の
で

、
半

袖
に

着
か

え

て
登

り
始

め
た

。
 

東
屋

岳
ま

で
は

、
ほ

ぼ
尾

根
通

し
、

テ
ー

プ
も

適
当

に
在

り
比

較
的

判
り

易
い

道
で

あ
っ

た
。

東
屋

岳
ま

で
は

、
約

１
時

間
半

と
沖

崎
さ

ん
か

ら
聞

い

て
い

た
が

、
落

葉
を

掃
除

し
た

り
、

枝
を

切
っ

た
り

し
て

、
１

時
間

４
０

分

ほ
ど

か
か

っ
た

。
 

 
 

 
 

 

地
蔵

岳
が

見
え

た
 

 
 

ハ
ー

ケ
ン

で
固

定
さ

れ
た

所
 

 
ワ

イ
ヤ

ー
で

繋
ぎ

補
強

 

 

東
屋

岳
に

到
着

、
山

頂
標

識
の

支
柱

根
元

が
腐

っ
て

倒
れ

て
い

た
。

 

帰
り

に
直

す
こ

と
に

し
て

地
蔵

岳
西

側
へ

向
か

う
。

お
昼

を
ち

ょ
っ

と
過

ぎ
て

現
場

に
到

着
。

ハ
ー

ケ
ン

部
分

の
鎖

に
シ

ャ
ッ

ク
ル

で
ワ

イ
ヤ

ー
ロ

ー

プ
を

繋
ぎ

固
定

し
て

、
立

っ
た

ま
ま

で
お

握
り

を
２

つ
食

べ
た

。
 

ザ
ッ

ク
に

荷
物

を
入

れ
て

鎖
の

上
部

に
上

が
る

。
ハ

ー
ケ

ン
の

上
は

棚
状

に
な

っ
て

い
て

作
業

は
や

り
易

い
。

ワ
イ

ヤ
ー

ロ
ー

プ
を

引
っ

張
っ

て
ア

ン

カ
ー

に
な

る
木

を
探

す
。
１

.
５

ｍ
位

に
立

ち
木

が
あ

る
が

、
太

い
一

本
は
枯

れ
て

い
て

ア
ン

カ
ー

に
は

適
さ

な
い

。
５

ｍ
程

上
に
石
楠
花

の
古

木
が

あ
っ

た
。
幹

が
斜

め
に

な
っ

て
い

る
が

、
こ

れ
以

外
に

適
当

な
木

が
見

当
た

ら
な

い
の

で
、

こ
の

木
を

ア
ン

カ
ー

に
す

る
。
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樹
木

に
ワ

イ
ヤ

ー
ロ

ー
プ

が
喰

い
込

ま
な

い
よ

う
に

、
角
材

を
添

え
木

に

し
て

ワ
イ

ヤ
ー

ロ
ー

プ
を
二

回
巻

い
て

ワ
イ

ヤ
ー

ク
リ

ッ
プ

で
固

定
、

ワ
イ

ヤ
ー
抑

え
を
角
材

２
カ
所

に
ネ
ジ

で
取
付

け
て

作
業
終
了

。
 

荷
物

を
ま

と
め

て
下

り
始

め
る

。
北

側
に

２
ｍ
程

下
が

っ
た

と
こ
ろ

に
釈

迦
ヶ

岳
が
見

通
せ

る
場
所

が
あ

っ
た

。
月
初

め
に

は
ま

だ
白

か
っ

た
釈
迦
ヶ

岳
も
雪

は
消

え
て

い
る

よ
う

だ
っ

た
。

 

 
 

 
 

 

石
楠

花
を

ア
ン

カ
ー

に
 

 
 

ワ
イ

ヤ
ー

延
伸

状
況

 
 

 
雪

の
消

え
た

釈
迦

ヶ
岳

 

 
 

 
 

 

標
識

の
取

付
け

 
 

 
 

 
 

 
R
4
2
5
に

下
山

 
 

 
 

 
補

給
路

登
山

口
到

着
 

東
屋

岳
で

倒
れ

て
い

た
山

頂
標

識
は

、
隣

の
樹

木
に

固
定

し
て

一
気

に
国

道
ま

で
降

り
た

。
国

道
ま

で
は

１
時

間
足

ら
ず

だ
っ

た
。

 

東
屋

岳
登

山
口

か
ら

行
仙
宿

に
向

か
う

。
先

日
ノ

ー
ト

の
写
真

を
撮

っ
た

が
、
端

が
切

れ
て
読

め
な

い
箇
所

が
あ

っ
た

の
で
再
度
撮

影
と
丸

太
か

ら
平

板
を
製
材

す
る

ア
ダ

プ
タ
工

作
の

た
め

、
チ
ェ

ン
ソ

ー
１
台

を
持

ち
降
ろ

す
。
 

 

Ｍ
機
終

点
上

の
登

山
道
沿

い
の
タ
ム

シ
バ
・

ア
セ
ビ

の
花

を
見

な
が

ら
、

午
後

４
時

過
ぎ

に
行
仙
宿
小

屋
到

着
、
誰

も
い

な
か

っ
た

。
 

小
屋
内

気
温

は
１

９
℃

、
チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
を

一
台
出

し
て
ノ

ー
ト

の
写
真

を
撮

り
直

す
。

お
湯

を
沸

か
し

て
カ

ッ
プ
麵

を
食

べ
て

か
ら

下
山

し
た

。
 

 
 

 
 

 

行
仙

宿
・

行
者

堂
に

到
着

 
 
タ

ム
シ

バ
と

ア
セ

ビ
の

花
 

 
寺

垣
内

の
し

だ
れ

桜
 

Ｍ
機
駐
機

場
で
燃
料

と
レ

ー
ル
オ

イ
ル

を
確
認

、
ど

ち
ら

も
ま

だ
た

っ
ぷ

り
入

っ
て

い
た

。
 

寺
垣
内

に
大

き
な

枝
垂

れ
桜

が
あ

っ
た

。
池
峰
公
園

で
は

ま
だ
散

り
初

め

だ
っ

た
が

、
ス
ポ

ー
ツ
公
園

は
残

り
３
割

ほ
ど

、
吉

野
町

で
花
見
客

の
帰

り

と
ぶ

つ
か

っ
て

通
過

に
時

間
が

か
か

っ
た

。
 

 
 

 
 

 
( 記

；
梶

野
)     

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

R
4
2
5
東

屋
岳

登
山

口
0
9
:
5
8
→
1
1
:
4
0
東

屋
岳
1
1
:
4
5
→
1
2
:
0
7
地

蔵
岳

西
側

1
3
:
0
2
→
1
3
:
3
5
東

屋
岳
→
1
4
:
2
0
 
R
4
2
5
東

屋
岳

登
山

口
1
4
:
3
0
→
1
4
:
5
0
行

仙
宿

補
給
路

登
山

口
→
1
5
:
2
0
行
仙
宿
1
6
:
1
6
→
1
6
:
5
0
補
給
路

登
山

口
。
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